
臨床研究実施についてのお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市立大学大学院医学研究科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小児科学
【研究課題名】
　　ムコ多糖症の新生児スクリ－ニングおよび診断法開発に関する研究
（承認番号　3426）
【研究期間】
　　倫理委員会承認後　～2018年12月31日
【研究の意義・目的】
　ムコ多糖症は、稀な遺伝性の代謝性疾患で、早期に診断し治療を開始すると症状を改善することが出来る。ムコ多糖症を新生児マススクリーニングで検出する新しい診断システムの有効性を調べることが目的である。
【研究の方法】
　大阪市内で出生した新生児マス・スクリーニングの対象者で検査後の濾紙血の残りの研究利用を承諾されている場合に、その検体を匿名化した後に島根大学を通じて米国のこども病院に郵送され、濾紙血の代謝産物（GAGs）を測定しムコ多糖症の診断を行う。研究終了後資料は廃棄する。
【研究組織】
　　研究代表者
　大阪市立大学大学院医学研究科発達小児医学分野　新宅治夫
【本研究に関する問い合わせ先】
　　研究責任者　新宅治夫
　　住所　大阪市阿倍野区旭町1丁目4-3
　　電話　06-6645-3816
　　FAX　06-6636-8737
　　E-mail　shintakuh@med.osaka-cu.ac.jp

